
「ライオン・キング」はアフリカの雄大な自然を背景に
子ライオン・シンバの成長を描いた愛と勇気の物語です。

父の死により自分を見失いそうになったシンバを王としての正しい道に導いたのは、
亡き父であり、「サークル･オブ・ライフ」の教えでした。

王国ではすべての動物がかかわり合いをもち、バランスを保ちながら生きています。
この動物たちの友情や協力があってこそ

シンバは雄々しいライオン・キングになれたのです。



さまざまな打楽器（パーカッション）を
使った生演奏と、響き渡る生コーラス

オープニングは園児と卒園生による
英語での大合唱



動物の衣装を身にまとい元気に演じる園児たち



短い練習期間にも関わらず、園児たちは楽しくミュージカルをこなしていました。
この物語の続きは、3月に行われる「はちす子どもまつり」で完結を迎えます。

ご期待ください。


